体育科学習指導案

京都市立○○小学校　６年○組（男子　名，女子　名，計　名） 

平成　年　月　日～　月　日 ７時間計画　体育館　 指導者　○○　○○

１．単元   ソフトバレーボール

２．運動の特性（一般的特性）


　３．子どもの実態

体育の好きな子がほとんどで，アンケートでは「どちらかというときらい」とした子が3人いたが，その他の子は「好き」という結果であった。中でもボール運動について「好き」と回答した割合は高く，ボール運動の部活動に多くの子どもが参加している。また男女とも休み時間には運動場に出て，ドッジボールやバスケットボールをして楽しんでいる。体育の学習の進め方については，これまでの経験からほぼ理解できており，ボール運動や器械運動においては，最小限の「はじめの時間」の説明でも自主的に学習が進められるようになってきている。

昨年度のソフトバレーボールの学習では，初めてバレーボールをしたという子がほとんどであったが，滑り込んで味方のボールを拾いにいったり，大きな声でチームメイトを応援したりと大変意欲的に活動していた。攻め方や守り方の工夫という点では，三段攻撃など有効な攻め方に目が向いたチームもあったが，６時間の単元の中ではそれを支えるだけの技能の高まりが見られず，なかなかゲームの中で形にすることができなかった。しかし，「ネット際に寄ってくる相手チームには，コートの奥へレシーブを返そう。」など相手チームに応じた作戦を工夫しているチームはあった。

子ども同士のかかわりという面では，得意な子が苦手な子にコツを教えたり，積極的に味方を励ます声かけをしたりするなどチームの結束や技能を高めようとする様子が多く見られた。アンケートでもボール運動が好きな理由として，「友だちと協力できるから」「力を合わせることが好き」と回答している子どもが多く，昼休みに練習をしているチームも出てきた。勝つことを目標としてチームで力を合わせることが大切と考えている子どもがほとんどで，ボール運動の楽しさのひとつと考えている子どもが多い。

４．子どもから見た特性

· がんばれば勝てるかもしれないチームとゲームをすると楽しい運動になる。

· チームでパスをつなげたり，組み立てて攻撃したりすると，楽しい運動になる。

· 励まし合ったり，教え合ったりしながら，互いに協力してがんばると，楽しい運動になる。

· チームの課題がわかり，攻め方や守り方が工夫できると楽しい運動になる。

· コート，ゴール，ボール，プレーヤーの人数など，子どもの実態に合わせてルールや場を易しくすると　　楽しい運動になる。

５．学習のねらいとみちすじ

（1） 学習のねらい

· 自陣での守りから攻めへの組み立てを工夫したり，相手チームに応じた作戦を工夫したりしながらソフトバレーボールを楽しむ。

· ルールを守り，マナーを心がけ，チームで心を通わせながらソフトバレーボールを楽しむ。

（2） みちすじ

ねらい①  　ルールやゲームの進め方に慣れ，簡単なボール扱いや安心できる声かけをしながらゲームを楽しむ。

ねらい②  　自陣での守りから攻めへの組み立てやポジションを工夫し，チームワークを高めてゲームを楽しむ。

６．学習活動と指導・支援　　（45分×７）
	
	学習のねらいと活動
	指導・支援
	評価の重点
	評価の視点

（評価方法）

	
	
	
	関
	思
	技
	

	は　じ　め　１７　分
	○事前に決めたチームのメンバーを確認する。

○学習のねらいと単元計画を知り，見通しを持つ。

○準備と片付けの係を知り，分担し，準備する。

○ルールやゲームの進め方を知る。

○学習カードの使い方など，学習の進め方を知る。
	○準備と後片付けの仕方や，ゲームの進め方と役割は，昨年度を想起しながら，演示して係（役割）ごとに説明する。

○対戦相手やコートがわかるような図を事前に示しておき，その場で確かめられるようにする。
	○

○

○
	○

○
	○

○
	· 役割分担に応じて準備や後片付けをしたり，ルールを守って運動したりしようとする。

（観察）毎時

· 自分の課題に合っためあてを設定している。

（学習カード・観察）③④

· 相手コートにサーブを入れたり，片手や両手で味方にパスをしたりすることができる。

（観察）③

· 教えあったり，励ましあったりして，高め合いながら運動に向かおうとする。（観察）④⑤

· 守りから攻めへの組み立てを工夫したり，相手チームに応じた作戦を工夫したりしている。

（観察）④⑤

· とんできたボールに応じたポジショニングをとったり，狙った位置にボールを返したりすることができる。

（観察）⑥⑦

· 自分や友だちの活動を振り返りながら，工夫や努力することの大切さに気づくことができる。（学習カード）⑦

	な　　か　　２８　　分　　＋　　４５　　分　　×　　５　　＋　　３０　　分
	
○リーグ戦でゲームを楽しむ。

○ゲームの進め方に慣れる。

○ボール扱いに慣れる。

・片手でサーブをする。

・ボールの正面に移動をして，両手でレシーブをする。

・『まず返す』から『（拾う⇒）つなぐ』ことの大切さを感じる。

○味方を安心させる声かけをする。

・「ドンマイ。」，「落ち着いて！」など

・味方のミスをカバーし合いゲームをする。


○がんばれば勝てそうな相手と対抗戦をしたり，リーグ戦をしたりして楽しむ。

○自陣での守りから攻めへの組み立てを工夫する。

・セッターなど，簡単なポジションを工夫して連携プレーにつなげる。

・トスやアタックを意識して，意図的な攻撃ができるようにする。

・「いち・にい・さん・よん！」などのかけ声をかけ，リズミカルに攻撃する。

・空いているスペースを見つけて返す。

・「ハイ」，「オーケー」，「たのむ」などチームの協力動作につながる声をかける。

○「チームの時間」の活動をする。

・ゲームⅠの印象やチームの得失点などをもとに話し合い，自分のチームの課題を見つけ，チームの作戦（主に攻め方）を立て，それに応じた練習をする。
	○場の安全を確認し，必要があれば直させる。

○準備と後片付けの仕方や役割は，全員でできるように支援し，観察を続ける。

○「素早くならんであいさつをしているか。」などゲームがスムーズに進んでいるかを観察し，必要であれば助言する。

○ボール扱いのポイントをおさえる。

・サーブはボールの中心を斜め下から強くはじく。

・レシーブはボールの下に素早く入って，両手や片手で味方の上にふわっと上げる。

・上体をボールの正面に移動させて，両手でレシーブし，できるだけ片手でボールを扱わない。

○組み立てを意図したプレーができるように，ボール扱いを視点に観察し，よさをみつけて声かけをする。

○失敗を責めない声かけで，自信をもって安心してプレーができる雰囲気を広める。

○ルールや場は必要に応じて話し合い，より楽しめるものに変えたり，付け足したりしながら，みんなが安心して楽しめることの大切さをおさえる。

○有効な動きをイメージできにくいチームや個人に対しては，問題点や具体的な動きをカードで分析することをすすめたり，演示したりする。

○無理に三段攻撃につなげようとして，ミスをしないように，有効性を伝える。

○負けが込んでいるチームを中心に，ゲームの様相や一人一人の動きを観察し，問題点や工夫を記録し，支援に生かす。

○守りから攻めへの組み立て，ポジションの工夫について助言し，有効な作戦を見つけられるようにする。

○子どもたちのチームの時間の使い方に目を配り，有効に活用できていなかったり，論点が明確でなかったりするチームには，以下のようなことを支援する。

· 問題点を指摘し，その解決方法（作戦）を考えるようにすすめる。

・作戦や練習の方法を見つけにくいチームには，手がかりとなる資料を示す。

○単元のはじめの頃と比較して，自分たちの力の伸びに目が向くようにし，工夫したことを試すようにする。
	
	
	
	

	まとめ　１５分
	· 学習の様子やできばえを振り返る。

・チームや個人で工夫したことやうまくいったことを発表し，交流する。

・気持ちのよいプレーや，楽しさにつながった声かけ・態度について発表し，交流する
	· よい結果に結びついた工夫や努力と，その背景にあるおもいや考えを取り上げ，その大切さに気付くようにする。

· チームが一体になった例を示し，ボールゲームのよさを実感できるようにする。
	
	
	
	


　７．本時のねらい

· 自陣での守りから攻めへの組み立てやポジションを工夫し，チームワークを高めてゲームを楽しむ。
　８．本時の学習活動と指導・支援　　（第６時　45分）
	
	学習のねらいと活動
	指導・支援
	評価の重点
	評価の視点

（評価方法）

	
	
	
	関
	思
	技
	

	はじめ　7分
	○役割分担にしたがって準備をする。

○体ならしをする。

（例）　・円陣パス

　　　・サーブ

　　　・サーブレシーブ
	○場の安全を確認する。

○ネットの張り具合があまかったり，台座がコートにはみ出したりしている場合は，声をかけ，子どもとともに直す。

○チームのメンバーや相手チームが準備に手間取っているときは，体ならしを始めずに手伝うよう促す。

○体ならしができたチームからゲームを始めるよう声をかける。
	○
	
	○
	· 役割分担に応じて準備や後片付けをしたり，ルールを守って運動したりしようとする。

· とんできたボールに応じたポジショニングをとったり，狙った位置にボールを返したりすることができる。



	な　か　　３２　分
	
○対抗戦のゲームⅠをする。

　　Aコート　　赤　－　水

　　Bコート　　緑　－　オレンジ

　　Cコート　　青　－　黄

○自陣での守りから攻めへの組み立てを工夫する。

・セッターなど，簡単なポジションを工夫して連携プレーにつなげる。

・トスやアタックを意識して，意図的な攻撃ができるようにする。

・「よし，来い！」「上げて。」などの声をかけ，フィニッシュを意識した攻撃する。

・空いているスペースを見つけて返す。

・「ハイ」，「オーケー」，「たのむ」などチームの協力動作につながる声をかける。

○「チームの時間」の活動をする。

・ゲームⅠの印象や組み立てて得点した回数の記録などをもとに話し合い，自分のチームの課題を見つけ，チームの作戦を立て，それに応じた練習をする。

○対抗戦のゲームⅡをする。

○ゲームⅡの振り返りをする。
	○チーム状況が不安定な○○チームのゲーム中の様子を，次のような視点で観察し，助言する。

・失敗を責めるようなきつい声かけをしていないか。

・得点が接近してこられても，声を止めずモチベーションを保っているか。

・ネット際で無理につなごうとして，ミスにつながっていないか。

○ボール扱いに苦手意識をもち，失敗を恐れて意欲的にボールをとりに行くことができない児童には，継続的に観察を行い，励ましながらアドバイスをする。

○動き方のイメージがなくボールが飛んできた時にだけあわてて対応し，ミスを重ねてしまう児童には，励ましながら観察を続ける。
○技能の未熟で思うように攻撃が組み立てられない○チームにかかわり，チームとともに課題を見極め，作戦を練ったり，それにかかわる練習をしたりする。

○作戦を形にするための練習になっているかどうかを確認し，必要であれば声をかけ有効な作戦についてともに考える。

○チームの協同動作につながる声かけや士気を高める声かけがみられたら，その場でほめて，よさを広める

○教え合ったり，励まし合ったりする場面がみられたら記録し，まとめの時間に生かす。
	
	
	
	

	まとめ　６分
	○学習の様子やできばえを振り返る。

・チームや個人で工夫したことやうまくいったことを発表し，交流する。

○協力して後片付けをする。
	○攻撃につながる意図的なプレーがあれば，その努力や工夫を拾いあげ，よさとして返し広める。また，子どもから引き出せるような雰囲気作りをする。

○「まず返す」ことから「つなげて，攻撃」した例を紹介し，有効性に目が向くようにする。

○次時のファイナルゲームの進め方について伝える。
	
	
	
	


　９．その他

(1) 時間の使い方

	１
	２
	３
	４
	５
	⑥
	７

	ねらい①
	ねらい②

	はじめ
	準備・体慣らし

	
	リーグ戦
	対抗戦Ⅰ
	対抗戦Ⅰ
	対抗戦Ⅰ
	対抗戦Ⅰ
	アンコールゲーム

	リーグ戦
	リーグ戦
	チームの時間
	アンコールゲーム

	リーグ戦
	リーグ戦
	対抗戦Ⅱ
	対抗戦Ⅱ
	対抗戦Ⅱ
	対抗戦Ⅱ
	まとめ

	振り返り・片付け・まとめ
	


(2) 基本的なルール

· １チーム５～６名，コート内のプレーヤー３名

· サーブ権を得たときにローテーション　コート外の１人が入る。

· ４人が，プレーヤー3人とコート外１人に分かれローテーションをする。

· ボールタッチの回数　４回まで（ただし，一人で２回連続はなし。）

· ラリーポイント制

· ５０ｇのソフトバレーボール使用

· 10分間のタイムマッチ

· サーブはコート内ならアンダーハンド，エンドライン外ならオーバーハンドでもOK

· その他は学習カード参照

(3) リーグ戦勝敗表

	
	赤
	青
	黄
	緑
	水
	オレンジ

	赤
	
	
	
	
	
	

	青
	
	
	
	
	
	

	黄
	
	
	
	
	
	

	緑
	
	
	
	
	
	

	水
	
	
	
	
	
	

	オレンジ
	
	
	
	
	
	


(4) コート






· コートはバトミントンコート（サイドライン13.4m×エンドライン6.2m）

   ２つのチームがネットをはさんで分かれ，自陣にきたボールを落とさずに拾い上げ，攻めを組み立てて相手コートにボールを返し，相手コートにボールを落としたり相手がボールをはじき出したりすることで得点し，その得点を競い合って楽しむ運動である。








ねらい②　自陣での守りから攻めへの組み立てやポジションを工夫し，チームワークを高めてゲームを楽しむ。





ねらい①  ルールやゲームの進め方に慣れ，簡単なボール扱いや安心できる声かけをしながらゲームを楽しむ。








Cコート





舞　　台





Aコート





Bコート





ねらい②　自陣での守りから攻めへの組み立てやポジションを工夫し，チームワークを高めてゲームを楽しむ。











